2018年7月7日

公益社団法人 中越防災安全推進機構

松井千明

防災学習実施計画案
　　対象：見附市立上田井小学校3・4年生 9名（3年生5名・4年生4名）
　　日時：7月7日（火）14：00～14：45　※13時過ぎに会場着予定

　　場所：見附市立田井小学校　教室
　　状況・ニーズなど：
・社会科「安全な暮らしとまちづくり」で交通安全や地域の安全マップは作成済。
・校区で起こりうる災害には地震の他に土砂災害・水害も考えられるが、今回は地震に絞ってマップを作成する。
	プログラムのテーマ
	地震が起こるとどうなる？

	プログラムの目標
・子どもたちに感じてほしいこと
・言ってほしい言葉 など
	地震が起きたらどんな状況になるのかがわかった。
この地域で地震が起こったらどんな状況になりそうかチェックするポイントがわかった。

	企画のねらい
	地震が起きたらどんな状況になるのかイメージをつかむ。
地震が住んでいる地域で起こった場合に、避難する場所やそこまでの経路を調べることによって、地震に対するわがこと感を持つ。
まち歩き・地図作りを通してまちの地震災害時のイメージをつかみ、まちの強み・弱みに気付く。


	プログラムの展開

	時間
	流れ
	使用するもの・留意点

	14:00-14:05

〈導入〉：5分
	◆質問：コンビニにいる時、地震が起きたらどうする？
→揺れている瞬間は何もできない
→揺れが収まったら余震で「落ちる」「倒れる」ものに気を付けて安全な所へ行く
	□筆記用具



	14:05-14:20

〈展開①〉：15分 
	◆チェックリストにそってどんな状況になるか理解する
・気を付けるもの
・役に立つもの
	※写真をもとに解説


	14:20-14:40

〈展開②〉：20分 
	◆チェックリストに書いてある項目以外に
見るべきポイントはないか考える
・気を付けるもの
・役に立つもの
	個人ワーク→発表→補足
・倒れて道を塞ぎそうなもの

・幅の狭い道
・防災倉庫

・町内会長の家　等

	14:40-14:45
〈まとめ〉： 5分
	◆まとめ
・地震が起こると町の様子が変わる。安全な避難ルートを通って避難できるように、地震が起きる前に確認しよう。
→次の時間：防災まち歩き
	


【用意するもの】

◎田井小学校
□モニター（HDMI接続OK）
◎中越防災安全推進機構

□スライドデータ□レーザーポインター□ノートパソコン□記録用カメラ
◎防災まち歩き
□校区地図(小：メモ用)　□カメラ　□バインダー　
◎マップ作り
□校区地図(大：清書用)　□撮影した写真　□プロッキー　□ふせん　□シール
